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選手権クラスのコースは，以下の2点を考慮し設定した．
• 体力・精神力を強く要求する
• さまざまな種類のレッグを織り込み，オリエンテーリングの総合力を試す
なお，コース設定にあたっては「日本オリエンテーリング競技規則および関連規則類の運用に関するガイドライン」に示される「オリエンテーリング競技形式の概念と基準」を参考とした．



WEクラス
3.4km ↑200m 優勝設定時間55分
1. 藤井菜実 0:54:35
2. ⾧崎早也香 1:06:50
3. 横山結女 1:14:48
4. 伊藤奈緒 1:28:15
5. 小野花織 1:41:48
6. 山本穂波 1:47:58
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△→1難易度はかなり高い．緩やかな尾根上で現在地をロストしやすく，正確にナビゲーションをする必要がある．自信が無かったり不安になったりしたら，南の道に一度出てしまうのも1つの手である．トップは横山選手．
1→2レッグ線上の尾根を走れば辿り着けるが，1からコンタ3本分登らなければならないことに注意．
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2→3本コース距離の26%を占めるロングレッグである．MEの9→10と同様，自分の能力に適したルートを選択し，正確に実行することが重要である．
トップは藤井選手の15:14山塊と山塊の間の湿地を通ることでアップを最低限に抑えていた．
逃げのルートとして道巻きも残したが，さすがに遠すぎたのか，入賞者の中で選んだ選手はいなかった．
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4→5斜面を斜めに登るレッグ．
MEの隣接コントロールが手前にあるので注意したい．ぎりぎりまで小径を引っ張り，現地の渡りやすいところで湿地を切るのも速い．
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※WEの5→FはMEの12→Fと同様のため省略
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優勝設定時間(55分)は甘めに設定したつもりであったが，結果
的に68分(20:00/kmペース)を切る選手がたった2人と厳しい結果
となった．
• △→1等，ナビゲーション的に難しいレッグが多かった
• 全体的に女子選手にとっては体力的に厳しかった
といった反省点は挙げられるが，インカレ出場を目指す選手に
はもう少し頑張ってほしかったというのが本音である．
一方で，優勝設定時間を叩き出した藤井選手にはコース設定者
として感謝すると同時に，インカレ本番での活躍を期待したい．


